
第２１回 独立行政法人地域医療機能推進機構東京城東病院地域協議会 議事録 

 

日 時：令和７年１０月１日(水) １３：３０～１４：００ 

 

場 所：３階第一会議室 

 

出席者：外部委員   岩井江東区福祉部長、北村江東区保健所長、足川江東区医師会長、 

岸亀戸九丁目町会長 

    当院       中馬院長、濱野副院長、江口副院長、髙橋事務長、茂木看護部長、 

石橋老健看護師長、佐藤管理課長補佐、藤田地域包括支援センター長 

        事務局      事務長補佐(総務企画) 

 

【開会】 

 ・院長の挨拶 

本日はお忙しい中ご出席いただきありがとうございます。また平素よりご支援いた 

だきありがとうございます。 

当院は、診療報酬改訂や物価高などで病院の経営が難しくなってきている。患者は

少しずつ増えてきているが苦しい状況にある中で職員一丸となって地域の皆さんが

安心してご利用いただけるよう努めてまいります。 

本日は皆さんから貴重なご意見をいただきたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

・出席外部委員の紹介、当院委員の紹介を行った。 

 

・協議会の写真撮影、議事内容をホームページ上に掲載することの了承を得た。 

 

 ・東京城東病院地域協議会設置要綱第５条第２項に基づき院長が議長を行った。 

 

議長の進行で議事に入った。 

 

① 当院の運営状況について･････事務長より説明 

令和７年度８月までの下記について 

    ・決算収支 

    ・患者数等及び紹介率・逆紹介率、手術件数の推移 

  ・健康管理センター受診者数 

        岸亀戸九丁目町会長のご協力のもと、回覧版や掲示板にチラシを掲示し周知した 

    結果受診者数が増えた。 

 

② 介護老人保健施設の運営状況について･････管理課長補佐より説明 

令和７年度８月までの下記について 

    ・入所者及び通所者の推移 

令和６年度の季節行事紹介 



③ 地域包括支援センターの運営状況について･････センター長より説明 

令和７年度８月までの下記について 

    ・亀戸７～９丁目人口の推移 

    ・総合相談件数 

    ・介護予防ケアプラン発生件数 

主な取り組み 

・みんなで歩こう！青空教室 

・居場所づくり 

・体力測定会 

・認知症サポーター養成講座 

・サテライトカフェin亀戸 

・腰痛予防と健康長寿延伸の秘訣･･･整形外科江口副院長 

・TOKYO城東ウォーク 

 

【質疑応答・意見交換】 

 

足川江東区医師会長 

・クリニックもそうですけど、病院も大変で病床利用率を上げる事は簡単ではないと思いま

すが頑張ってください。 

 

北村江東区保健所長 

・日頃より江東区政にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

区民健診やがん健診ではお世話になっているところでございますけど、区民の3人から3.5

人に1人は癌で死亡しています。がん対策は非常に重要なところであり私どもも受診率を

上げ早期発見につなげ死亡者数を少なくしようとしています。江東区の受診率は23区の中

では半分より下で医療機関の皆さんにも医師会の皆さんにもご協力いただいています。人

間ドックや職場健診で受診していると思いますが、区全体で受診率を上げていきたいので

どうぞ今後ともご協力をお願いいたします。 

 

岩井江東区福祉部長 

・長寿サポートセンターの関わっている人が、病院にも関わってくると言う事で稼働率を上

げるための分担を担っていると思います。区の調査で長寿サポートセンターの認知度がも

う一つだと言うことがありますが、この資料を拝見させていただくと地域に根ざしている

ことが分かります。今後このような活動が相談件数につながっていけばと思いました。地

域の病院は地元の人にとって心強いものだと思いますので応援しています。 

 

岸亀戸九丁目町会長 

・健診でお世話になりありがとうございます。色々な状況を聞きまして誠にすばらしいこと

だと感謝しています。ありがとうございます。 

 

北村江東区保健所長 

・外来入院患者の江東区民が占める割合はどの程度ですか。 



中馬院長 

・数字を持っていませんが、江戸川区が近いので外来は江東区と江戸川区を合わせて8割。

その中でも江東区が若干多いです。 

 

北村江東区保健所長 

・区民がお世話になっています。地元でも頼りにされていると伺っています。町会長の岸さ

んにも健診をおすすめ頂いてありがとうございます。 

 

中馬院長 

・健診の受診率を上げるため当院も出来るだけのことをします。 

 

北村江東区保健所長 

・ぜひよろしくお願いいたします。 

 

足川江東区医師会長 

・コロナの時はコロナに特化されて、今一生懸命戻られていますが、ネクストパンデミック

が来た時東京城東病院はどのような病院になりますか。 

 

中馬院長 

・今後どうなるかわかりませんが、公的組織がパンデミックに関わると思いますが、コロナ

の時もそうですけど、当院が専用病院になることは非現実的です。振返ってみるとコロナ

専用病院の時は、一般入院を中止にしてかなり皆さんにご迷惑をかけました。今後何年後

かわかりませんが一般診療を行いながらが理想です。 

 

北村江東区保健所長 

・コロナに特化した時は外来は通常で診療していましたよね。 

 

中馬院長 

・行なっていましたが敬遠されました。一般入院を再開してもコロナ病院の認識が強く入院

を勧めても入院できるんですかと言われました。アナウンスはしていましたがクリニック

の先生からも入院を紹介していいかの問合せがありました。 

 

髙橋事務長 

・コロナの前と後で、資料2枚目の患者数の推移で元年度がピークでしたが、2年度は入院患

者数1日当り100名、外来は200名で手術件数は月50名でした。コロナに入りまして入院の

方は一番少ない時で1日当たり20名を下回り、外来も150名台、手術も制限していましたの

で20人位しか出来なかった。それが6年度7年度で回復してきましたが、外来は他の病院も

そうですが受診控えがあり外来を受診すること自体が少なくなってきています。回復が一

番大きいのは手術件数がコロナ前迄戻った事です。入院患者は2年度まで戻っていません

。コロナで病院が受けたダメージや患者が減少したことは、当然周りの方々にもご迷惑を

お掛けしてしまったところはあるかと思います。開業医の先生方にもご迷惑をお掛けしま

した。 



中馬院長 

・資料3枚目老健入所者及び通所者の推移で2年度3年度は入所者が90名いましたが4年度で79

名になりました。7月にクラスターが起きて入所者、通所者、職員がコロナに感染し入所

、通所を止めました。ここから中々回復しない状況で7年度は最近になって増えてきてい

る状況です。このようなところでコロナの影響が出ています。また、コロナの時は保健所

長が一番大変だったと思います。 

 

北村江東区保健所長 

・コロナの時は長く区長をされていた山崎前区長が、江東区民がコロナに感染しても保健所

から連絡がある前に自宅での孤独死を絶対阻止せよと言われていました。常に真夜中だろ

うが関係なくピーク時は一晩で20回位電話が掛かって来ます。救急隊から電話で入る病院

がない。今サチュレーションはいくつで、どうしたらいいか言われ、どうすることもでき

ないですけど、朝まで自宅に居られるようだったら朝一番で病院を探すと伝えると救急隊

から患者の家族を説得してくれと言われて夜中に説得したりして、何とか気が付いたら亡

くなっていたという人は、たまたま江東区内ではいませんでした。その様な事もあり中馬

先生には非常に無理なお願いをしていました。いつも電話でお願いするだけではなく、中

馬先生がお忙しくて電話に出られない時は、保健所には歯科医も居ますが二人で患者さん

のふりをしながら病院に来て先生に直接お願いし色々な事をしてご協力いただき命を落と

すことなく何とか持ちこらえられた区民が大勢いるということは本当にありがたく感謝し

ております。コロナはいくら終わったからと言っても城東病院のコロナ病院のイメージが

残り医療機関はみんなコロナで復活できないところも沢山あると聞いております。消防や

病院、警察は24時間体制で勤務を組んでいます。私たち行政の公衆衛生保健所の医師は24

時間勤務の体制を組んでいません。毎日寝ないで働いていると段々精神がおかしくなり、

保健所長の中には、いまだに復活できないメンタルの障害が残り、退職者も1割以上いて

かなりのダメージを受けました。それは医療関係者だけではなく世の中全てコロナで人生

が大きく変わらざるを得ない人達がいると感じています。私自身も当時のことを苦しくて

思い出せないところも沢山あります。中馬先生にはいつも無理を言って、入院させてもら

った方でありがたく命がつなげられて本当に良かったと感謝しております。足を向けない

ようにしています。 

 

中馬院長 

・職員が協力して対応しました。 

 

足川江東区医師会長 

・病院の周辺には外国人はおりますか。 

 

中馬院長 

・大島地区に比べると少ないと思います。 

 

足川江東区医師会長 

・私のところはインド人と中国人が多い。困るのは、私は耳鼻咽喉科ですけどインド人が来

てお腹が痛い、ここを打ったと片言でしゃべる。来られても他を受診してくださいと言い



ますが他に断られたと言われます。東京城東病院は腹痛や打撲の外国人は受け入れできま

すか。 

 

濱野副院長 

・大丈夫です。 

 

足川江東区医師会長 

・早速受診するように伝えます。助かります。 

 

中馬院長 

・全く外国人が居ないわけではありません。入院をしたりもします。 

 

 

 

【閉会】 

 ・院長の謝辞 

本日は貴重なご意見をいただきありがとうございました。 

皆様から今日頂いたご意見は病院の運営に活かしていきますので、今後ともどうぞ

よろしくお願いします。 

本日はありがとうございました。 

 

・次回開催は来年３月を予定している事、近くになりましたら案内文を発送する事をお伝

えした。 

  

・東京城東病院地域協議会を閉会した。 


